外国語の役割 by 王 厳崧
外国語の役割
著者 王 厳?





- 18 - 
 
王厳崧（スクールリーダーシップ開発専攻） 


























年間、日本語を学んだ後、2010 年 9 月、大学の交換留学生として日本に来ました。 
あっという間に、日本に来てからもう二年目です。日本で授業を受けて、今までとは違
った考え方、物の見方ができるようになりました。この時、ゲーテの名言を思い出しまし
た。「外国語を知らないものは、自分の国語についても何も知らない」。つまり、同じ物事
に対する考え方は、見る場所によって違う。やはり、外から見ることと中から見るのは違
います。中国の民主主義革命時期のことを思い出しました。魯迅など有名な革命家たちは、
留学経験がある方は少なくないでしょう。特に、日本の留学生たちは、日本の先端的な教
育を受け、中国に帰って、様々な革命活動を行いました。私も日本の教育を受けて成長し、
将来中国に戻り、母国の教育に貢献すると決意しました。また、日本人との間の交流のた
めにも貢献したいです。自分の目で見た日本を、周りの人に紹介していきたいと思います。 
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